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福島県の酒類・食品加工事業者は、地元の農産物等を原料に品質の高い製造に取り組んでい
ます。福島の独自性、他地域との差別化を行うため、県内の豊かな資源（農産物・水産物・草
花等）から食品製造に利用可能な微生物を探索・選抜し、県内の食品開発を促進します。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和６年度 試験研究概要

県内の自然環境、発酵物等など64の分離
源を採取し、そこから様々な微生物の単離に
取り組みました。
単離した38種類の微生物の種属の簡易同

定を行いました。

分離した38種の微生物のうち、28種の種
属を同定しました。
今後は、食品に利用可能な微生物であるか、

安全性の確認を進めるとともに、アルコール
生産力や耐塩性、耐冷性など食品加工に必要
な微生物の特性を把握し、様々な食品開発の
試作を行います。
なお、分離源の採取および微生物の単離も

継続していきます。

研究期間：令和６～８年度
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分離株の簡易同定結果


